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地域における福祉・介護専門職のリカレント教育事業
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活動内容
【2017年度講演会・シンポジウム】
開催日時：2017年11月16日（木）14：40～16：10
テーマ：さよならのまえに―終末期について考えてみませんか
内　容：講演「家で死ぬということ」　梅田 信一郎 氏（医療法人光明池梅田クリニック院長）

講演「さよならのまえに」　竹村 味紗氏（医療法人正歯会理事長）
講演「特別養護老人ホームでの看取り」　谷口 淳子氏（ベルファミリア援護部援護長）

受講者：堺市民、福祉・介護従事者、学生　計179名

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
堺ガーベラの会／医療法人光明池梅田クリニック院長 梅田信一郎氏／医療
法人正歯会理事長 竹村味紗氏／ベルファミリア援護部援護長 谷口淳子氏／
前川泌尿器科院長・大阪府歯科医師会理事 前川たかし氏／ハートピア泉北
施設長 佐野将哉氏／陵東館介護福祉士 阪田篤美氏

■ 活動地域
関西大学堺キャンパス

■ 活動期間
2015年度～継続中

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業
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教 員 紹 介

1 本学が提供できる社会福祉学関連の学問的知識やスキルを、現場で働
く専門職のスキルアップのために提供すること

2 受講者が実践の場で活用できる方法や知識を習得するとともに、講師と
なる教員も本事業での経験を研究と教育に反映させること

ケアを受ける当事者とともに家族への支援の必要性について
理解することができた

1 今後の介護・福祉専門職を取り巻く多くの課題に
関するトピックの選定

2 講演会型だけでなく、スキルアップを目的とした
ワークショップ形式の実施についても検討
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人材育成 福祉・人権 教育 健康・医療

活動の目的

■主な連携先・メンバー
京都市／伏見酒造組合／関西大学地盤環境工学研究室

■活動地域
京都府京都市伏見地域

■活動期間
2008年度～継続中

■活動資金
伏見酒造組合受託研究費、他

DATADATA

活 動 の 成 果
1 下水道建設は、企画段階から地下水影響を考慮した建設方法、
　 建設中の地下水監視システムの導入が盛り込まれ、地下水利用
　 の普及啓発が進展した
2 研究・調査の結果から、周辺地域の地下水汚染防止技術が図ら   
     れ、常時観測システムが機能している

京都市伏見地域における地下水適正管理と地下水保全

に関する研究、調査

安全安心 産業振興環境・ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

1 多数の酒造用源揚水井群の保全技術に関する研究、調査
2 多数の酒造用水源揚水井が存在する近傍での地下構造物建設中の地下水　 

 動態観測技術、および地下水汚染に関する移流・拡散に関する研究、調査

連 携にいたる経 緯

　2008年、伏見酒造組合、京都市と共同で酒造用水源揚水井が密集する近傍において、下水道

建設工事による地下水汚染等の監視ならびに防止に関する研究、調査を実施するにあたって、地

下水動態観測技術、地下水浸透・移流拡散解析技術の普及啓発を行った。2009年、伏見酒造

組合と本学は包括連携協定を締結した。

活動内容

　京都市伏見地域は、室町時代より約450年にわたり酒造が盛んな地域であり、今では京都の重
要な伝統産業の1つである。酒造に用いられる仕込み水は全て地下水を水源としており、地下水が
汚染あるいは枯渇すると大きな問題となる。2008年には酒造用水源揚水井が密集する地域に、
下水道建設の計画がされた。伏見酒造組合、京都市、本学地盤環境工学研究室は共同で、地
下構造物建設中における地下水動態観測ならびに地下水浸透、移流拡散解析を実施して、地下
構造物敷設に伴う地下水性状への影響に関する研究、調査、普及啓発を行った。
　また、伏見地域の酒造用揚水井に関わる周辺環境調査、地下水3次元浸透、移流拡散解析を
継続し、より精緻な地下水性状の把握に携わっている。更には、伏見地域の多角的な面から各帯
水層の地下水水質調査を行い、水質の経時的な挙動に関して研究、調査を行っている。

今 後 の 課 題 ・ 目 標
1 大型地下構造物建設に伴う地下水性状の影響に関する    
        研究、調査
2 機械学習による水源揚水井地下水位の将来予測

■ 環境都市工学部 教授

楠見晴重
 Harushige Kusumi

専門は地盤工学。地盤に関する社会基盤施設の安全性に関わる問題、地下水利用および

地盤・地下水汚染に関する問題等に関して、景観、環境に配慮した最先端学理・技術の研究

を行っている。2020年度文部科学大臣表彰科学技術賞を受賞。

員教 紹 介




